
出席者47名・欠席者12名・免除会員4名
秋山恒・有家・麻田・和泉享・小山・眞鍋・松山・中野昌・野口
尾崎・谷本・山田ー会員

73.3％（8/8）

齋賀　護

中川　清

和泉　清憲

∵ 8月のプログラム
1 (№１)-クラブフォーラム

8 (№2)-夜間例会

15 (№3)-休会

22 (№4)-客話

29 (№4)-クラブフォーラム

∵ 他RC例会変更
丸亀東　8/13　休会
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お知らせ

■会長挨拶

私達には古くから言い伝えられている「ならわし」があります。たとえば正月

には家族そろってお墓参りをしたり、八幡神社で「家内安全」とかを祈願しま

す。その「ならわし」のひとつに、8月末ごろには「八朔」とか「風祭」とかの「な

らわし」があります。「八朔」とは旧暦8月1日の事で、今年は新暦で8月30日が

それにあたります。秋の豊作を願い、台風を前に田ほめ（田の稲にほめ言葉

をかける習慣）があり、初穂を供える神事をしたそうです。

「風祭」は強風の時期が土地毎に違うので祭の時期も様々なようです。「お

わら風の盆」は9月1日から3日まで、富山の八尾町で行われる祭りで、お盆

と風祭が合わさった行事です。胡弓や三味線、太鼓、尺八が奏でる越中おは

ら節にのって、女踊り、男踊りが繰り広げられているそうです。先祖の霊を慰

め、風を鎮めて豊作を祈る風祭とが一つになるという思いや願いがあるそう

です。石川さゆりさんの「風の盆恋歌」もなまめかしさを感じますが、踊りもそ

んな踊りらしいです。

二百十日、二百二十日という言葉がありますが、今年は9月1日と9月11日と善通寺　8/14　休会

　　　　　8/21→8/22　納涼例会

坂出東　8/14　休会　

　　　　　8/28　夜間例会

坂出　　8/13　休会

　　　　　8/20　夏季家族会

∵ ニコニコＢＯＸ；なし

大西先生の話を聞いて

　齋賀君

伊賀会長ありがとうございました

　夏見君

<ニコニコ会計累積/￥63,000>

∵ がんばるＢＯＸ；なし

早退します

　川原君　天野君

クラブフォーラムを終えて

　大西和彦君

<がんばる会計累積/￥83,000>
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んな踊りらしいです。

二百十日、二百二十日という言葉がありますが、今年は9月1日と9月11日と

になっていて、八朔を含めて三大厄日とされています。しばらくは天候に注意

が必要だと思われますので気をつけましょう。

■幹事報告

①8/23、香川打第Ⅱ分区の会長幹事会が開催され、各クラブ会長幹事より

2019-2020年の活動方針などの説明があり、意見交換が行われた。

②8/29、元会員中野茂様がご逝去されました。ご冥福をお祈りします。

■例会事業;クラブフォーラム；会員選考委員会 大西和彦副委員長

会員の入会は、候補者を選考委員会で審議し、その後

理事会での承認のを経て、会員の皆様にお謀りする手

順になっています。会員選考の基準は会社や地位は無

関係で、あくまで対象者個人の人格によって判断し、

（奉仕の精神を持っている人）（例会に出席できる人、

または努力できる人）（財政的義務を果たすことができ

る人）（地域社会での評判が良い人）（地区の関連行事

等に参加できる人）（他の会員と協調できる人）などの

要素がそれにあたります。丸亀RCでは、かつて一名の

方のみ会員選考により入会が承認されなかったことがあると聞いております。

このように非常に厳しい選考基準ではありますが、入会を認められ会員となっ

たものの、出席率が３割に満たない会員がおられることも現実です。

（裏へ続く）
E-mail,office@marugamerc.com    http://www.marugamerc.comTel,0877-23-8300　Fax,0877-23-8321

（裏へ続く）
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＜丸亀俘虜集要所 epsode0＞ 塩田会員

先週の例会「丸亀俘虜収容所に見る日独交流」の補足となります。

日本での第九の初演は徳島の坂東俘虜収容所のドイツ俘虜によるものと言わ

れていますが、坂東俘虜収容所は、松山、徳島、丸亀の俘虜が集められた収容

所で、丸亀で俘虜による楽器演奏記録のあることから、そのルーツが丸亀にある

ことが想像され、丸亀においても毎年末に第九の演奏会が行われています。丸

亀収容所の特徴は俘虜と住民の距離の近さにあります。それは俘虜による製作

品展覧会に３万もの来観者が集まったことにも現れています。その理由として、

俘虜に占める非軍人の割合が上げられます。全国のドイツ俘虜4461人のうち非

軍人は1139人、丸亀収容所では軍人167人に対し非軍人は157人と、ほぼ１：１の

割合です。また、商業上の特技を有した人も多かったようです。

ドイツ人俘虜が丸亀にやってくる15年前、多度津-琴平間を運行した四国で2番目

に開業の鉄道会社である讃岐鉄道ではドイツ製の車両を7両購入していました。

ドイツ人もこの時期に丸亀の地域に来た記録もあり、このころからドイツとの交流

があったものと思われます。


